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　　The　purpose　of　this　study　is　to　prepare　effective　rneasures　to　successfully　cope　with　school　violence　by

examining　student　experiences　of　school　violence　and　its　causes．　The　panicipants　were　middle　school　students　in

Korea．　An　investigation　was　made　into　how　maJe　and　female　students，　are　different　from　each　other　in　patterns　of

violence　experienced　or　committed　and　the　causes　of　that　violence．　The　results　are　as　follows：　1）Students　who

were　victims　of　school　violence　suffered　more　than　those　who　committed　it．　For　every　violence　pattern，　male

students　suffered　from　or　committed　school　violence　rnore　than　female　students．　2）The　patterns　of　violence　that

students　suffered　from　rnost　frequently　were　extortion　of　money　or　goods　（58．4％），　followed　by　verbal　violence

’（52．4％）．　On　the　other　hand，　the　experienced　school　violence　pattern　that　students　committed　was　mainly

psychological　violence　（49．890），　followed　by　verbal　violenc．e　（45．390）．　3）The　most　common　causes　of　school

violence　were　social　factors　in　general，　followed　by　school　factors，　personal　factors，　and　family　factors，　in　descend－

ing　order　of　frequency，

Keywords：　middle　school　students，　school　violence，　experiences　of　school　violence，　causes／of　school　vielence

問題と目的

　韓国の学校は，近代化・産業化以後，家庭が担当して

いた社会化の機能が低下することによって，社会化の場

としての役割がもっと重要視されるようになった。しか

し，学校は，入試中心の教育課程と成績中心の競争制度

に伴うストレスによって，不安と葛藤を誘発させる場所

に変化しているのが実情である。特に学校暴力は，量的

に増加しているし，集団化・低年齢化しており，深刻な

社会問題となってきている。

　学校暴力は，学校外での暴力組職．との間での勢力争い

などにも関係し，その深刻性が大きいと言われている。

また，学校外暴力では被・加害生徒の範囲が主に限定さ

れているのに比べ，学校暴力は顔見知りの先輩や同級生，

中退者やこれらが含まれた組職により，一回だけでなく

持続的・体系的に行われるため．より深刻な現状となっ

ている。

　Gottfredson（2001）によると，さまざまな背景を持った

生徒たちが同じ場所で生活する学校．は，暴力，いじめ，

非行等が起こりやすい場所であると同時に，それらの問

題において最も影響を与えうる可能性を持った場所でも

ある。

　韓国の刑事政策研究院（1996）によると，暴行，金品強

奪，恐喝，いじめの中で，一回でも被害にあったことが

ある生徒が全回答者の約57％である。韓国の慶尚南道昌

原市青少年綜合相談室（ユ997）の調査では，全回答者の

32．4％が学校暴力に対して深刻であると感じているし，

全回答者の53．2％が申告の時ひどく恐ろしさを感じてい

ると答えている。

　日本の場合，青少年白書（総務省青少年対策本部編，

2001）によると，平成11年度に全国で発生した学校内暴

力行為は，中学校24，246件で，平成ユ0年度の22，991件よ

り増加している。文部科学省で平成9年度から学校の内

外にある暴力行為を調査した結果，平成ユ0年度の暴力行

為は全中学校の34．4％にあたる3，599校で発生している。

また，学校の外で発生した暴力行為は，全中学校の19．1

％にあたる2，001校で発生している（総務省青少年対策本

部編，2000）。学校外の暴力行為は，学校内の暴力行為

と比較すると発生件数は圧倒的に少ない。

　一般的に暴力は，力，言語的攻撃，象徴的・心理的強

制及び集団から弾き出すなど多様な手段を使って，心理

的，身体的被害を与える行為である（Berkowitz，1974）。
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本研究では，学校内の日常生活の中で生徒たちの間に発

生する有形・無形の暴力の問題行動をく学校暴力〉とし

た。

　学校暴力の極端な形態である生徒の犯罪は，急激に増

加している。年齢別分布を見ると，18－19歳の割合は減

少しているが，14－15歳の割合は大きく増加しているこ

とから，徐々に低年齢化しつつあることがうかがえる

（韓国の法務研修院，1996）。最近5年間の少年犯罪の中

で，生徒の割合が増加しているし，殺人，強盗，強姦，

放火，性暴行など凶悪犯罪も増加している（韓国の文化

観光部，1999）。このような学校暴力の問題は，個人，

家庭，学校及び社会的要因が複合的に作用して発生する

場合が多い。また生徒たちの間で起きていることから，

深刻な問題であるし，申退，犯罪，自殺，薬物乱用など

　　　　Table　1

学校暴力の経験について

経験 質　問　内　容

類型 学校暴力の被害経験 学校暴力の加害経験：

身体的暴力

1，私は他の生徒から理由もなく殴られた経験

　がある。

2．私は他の生徒から殴られて身体に癒や傷が

　できたことがある。

3．私は他の生徒か．ら凶器で脅されたことがあ

　る。

18．私は他の生徒を理由もなく殴った経験があ

　る。

19L私は他の生徒を殴って身体に癒や傷をつくっ

　たことがある◎

20．私は他の生徒を凶器で脅したことがある。

心理的暴力

4．私は他の生徒から冷やかされ集団から弾き

　出されたことがある。

5．私は他の生徒からおちゃらかすとかあざ笑

　われたことがある。

6．私は他の生徒から性的に冷やかしにあった

　ことがある。

21．私は他の生徒を冷やかして集団から弾き出

　したことがある。

22．私は他の生徒をおちゃらかすとかあざ笑っ

　たことがある。

23。私は他の生徒を性的に冷やかしたことがあ

　る。

言語的暴力

7．私は他の生徒から悪口及び呪いの言葉を言

　われたことがある。

8，私は他の生徒からからかわれたことがある

9．私は他の生徒から脅されたり脅迫されたこ

　とがある。

24．私は他の生徒に悪口及び呪いの言葉を言っ

　たことがある。

25．私は他の生徒をからかったことがある。

26．私は他の生徒を脅したり脅迫したことがあ

　る。

　　　　　　10．私は他の生徒の宿題をやらされるとかカバ

　　　　　　　ンを持つことを強要されたことがある。

　　　　　　11．私は他の生徒に売店へのおっかいを無理や

　　　　　　　りにさせられたことがある。
無理強い
　　　　　　12．私は他の生徒から不良グループに入ること

　　　　　　　を強要されたことがある。

　　　　　　13．私は他の生徒から試験答案紙を見せうと強

　　　　　　　要されたことがある。

27．私は他の生徒に私の宿題をさせるとかカバ

　ンを持つことを強要したことがある。

28．私は他の生徒に売店へのおつかいを無理矢

　理にさせたことがある。

29．私は他の生徒に不良グループに入ることを

　強要したことがある。

30．私は他の生徒に試験：答案紙を見せうと強要

　したことがある。

金品強奪

14，私は他の生徒にお金を強制的に奪われたこ

　とがある。

15．私は他の生徒に品物を強制的に奪われたこ

　とがある。

16．私は他の生徒にお金を貸して，後で返して

　もらうことができなかったことがある。

17．私は他の生徒の表情や態度が怖くてお金や

　物品を与えたことがある。

31．私は他の生徒のお金を強制的に奪ったこと

　がある。

32，私は他の生徒の品物を強制的に奪ったこと

　がある。

33．私は他の生徒にお金を借りて，後で返さな

　かったことがある。

34．私は表情や態度で他の生徒たちを怖がらせ

　てお金や物品をもらったことがある。



都・全・野島：韓国における中学生の学校暴力の経験と要因に関する研究 23・

と密接に係わって，生徒は勿論，家庭や学校や社会全般

にわたっておびただしい影響を及ぼしている。このよう

な現状は，学校暴力の問題が，義務教育の拡大と高い進

学率によって，大部分の時間を学校で過ごす青少年たち

の学校生活の適応においての難しさと関係があることを

表わしている。

　よって，本研究は，生徒たちの間に発生する学校暴力

の経験と，学校暴力の要因を把握し，学校暴力に対する

敷率的な対処方案を模索するための基礎資料を作成する

ことを目的とする。

4＝1ヶ月に1回位，5＝1ケ月に2～3回以上）で回
答を求めた（Table　1参照〉。

2）学校暴力の要因について

　学校暴力の要因について，4つの要因（個人的要因5

項目，家庭的要因4項目，学校的要因4項目，社会的要

因4項目）に分け，5件法で回答（1＝まったくない～

5＝とてもたくさんある）を求めた（Table　2参照）。ち

なみに4つの要因は，要因分析を通して質問項目を検証

し，設定された。

研究方法
1．調査対象

　韓国の大邸広域市に所在する中学校の性別・学校数に

比例して，男子中学校10校，女子中学校10校を選び，中

学校2年生783人（男子394入，女子389人）を対象に調

査する。

3．分析方法

　SPSS　for　Windows　8．0を使用した。

　学校暴力の経験については，学校暴力の5つの類型化

別に（加害，被害）経験を集計した。また男女別にも集

計し，男女差についてt検定を行った。

　学校暴力の要因については，4つの要因を男女別に集

計し比較を行った。

2．調査内容

1）学校暴力の経験について

　学校暴力を5つに類型化し，学校暴力の被害経験，学

校暴力の加害経験についてそれぞれ17項目を設け，5件

法（1＝ない，2＝ユ年に1回位，3＝年に2～3回忌，

結果と考察

1，学校暴力の経験について

（1）全般的傾向

　学校暴力の5つの類型別の（加害・被害）経験を集計

　　　　Table　2

学校暴力の要因について

個人的要因

L私は瞬間的な衝動を抑制することができない。

2．私は敵対心と反抗心を他人に行動で表現したい衝動を感じる。

3．私は学校友達の悪い行動を見て影響を受けることがある。

4．私は性格が円満ではないと思う。

5。私は劣等意識をたくさん感じる。

家庭的要因

6．私は家族間の不和で難しさを持っている。

7．私は生活上経済的に困って難しさを感じる。

8，私は両親の無関心と誤った養育態度に不満を持っている。

9．私は（離婚，別居，死亡行方不明などのため）両親と一緒に住めなくて難iしさを感じる。

学校的要因

10，私は教科中心の学校生活に難しさを感じる。

11．私は学校で成績中心の人間評価が行われること疎外感を感じる時がある。

12．私は学校で私の人を無視されることが多い。

13．私は私たちの学校が上級学校進学に重点を置いていると感じる。

社会的要因

14，私は私達の社会が暴力に許容的だと思う。

15．私は大人たちが青少年の逸脱及び非行に対して無関心だと思う。

16．私は暴力傾向がマスコミによって影響を及ぼされると思う。

17．私は家庭や学校の近くの有害な店が暴力と関係あると思う。
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した結果がFig．1である。男女別の被害経験はFig．2，男

女別の加害経験はFig．3である。これから次のようなこ

とが分かる。

　・学校暴力の経験は，被害経験が加害経験より多かっ

　　た。

　・学校暴力の被害経験は，金品強奪58．4％が一番難かっ

　　た。次に言語的暴力52．4％，心理的暴力40．4％，身

　　体的暴力26．79。，無理強い25．7％の順で多かった。下

　　村（1996）は学校暴力の被害経験にあった生徒は身体

　　的な苦痛だけではなく心理的な傷の影響も大きく，

　　不安と恐怖，自尊感低下，他人に対する不信，不登

　　校，自殺などの危険性を指摘している。

　・学校暴力の加害経験は，心理的暴力49．8％が一番多

　　かった。次に言語的暴力45．3％，身体的暴・力24。6％，

　　金品強奪22．1％，無理強い22．1％の順で多かった。

　　Colivin，　Tovin，　Beard，　Haga皿＆Sprague　（1998）は暴

力の加害者となる子どもの心理に注目している。加

害者の攻撃性の高さは，そのまま適切な援助が行わ

れず成人にとなる場合さまざまな犯罪，ドメスティッ

ク，児童虐待などにつながる危険性を指摘している。

・すべての類型の学校暴力における加害経験は男子生

徒が女子生徒より多かった。

（2）性別による学校暴力の被害経験の差

　性別による学校暴力の被害経験（Fig．2）は，男子生

徒くM＝1．50）が女子生徒（M＝1．29）より多いことが示さ

れた。学校暴力の被害経験は，全体の男女生徒の中で金

品強奪と言語的暴力が高く現われたし，男子生徒の場合，

心理的暴力，身体的暴力，無理強いの順で現われた。ま

た，女子生徒の場合は，心理的暴力，無理強い，身体的

暴力の順で現われた。

　小嶋・松田（1999）は，日本の中学生を対象に暴力の加
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害経験と被害経験，逸脱行為の経験を調査した結果，暴

力の加害得点と被害得点で，男子生徒が女子生徒より有

意で高かった。また暴力や逸脱行為に対して欲求と行動

化が密接に関わること，欲求や体験が規範意識の低下と

関わることを実証している。

（3）性別による学校暴力の加害経験の差

　性別による学校暴力の加害経験（Fig．3）は，男子生

徒（M＝1．40）が女子生徒（M＝1．23）より多かった。男子

生徒の場合，心理的暴力と言語的暴力が多かったし，身

体的暴力，無理強い，金品強奪の順で現われた。女子生

徒の場合，言語的暴力が一番多かったし，金品強奪，心

理的暴力，無理強い，身体的暴力の順で現われた。特に

男子生徒が女子生徒より身体的暴力の加害経験が高い理

由は，男子生徒が緊張や不満など外部対象を通じて解消

しようとする傾向が強いのに比べて，女子学生は内面化

しようとする特性があると解釈される。

2．学校暴力の要因について

　学校暴力の要因は，全体的に社会的要因が一番高く，

次に学校的要因，個人的要因及び家庭的要因の順で高かっ

た。

　また，学校的要因と社会的要因は女子学生が男子学生

よりp＜．01水準で高かった。Fig．4は学校暴力の要因によ

る男女の平均を示す。

　このような結果からは，産業化による地域社会の解体，

入試競争の緊張と挫折感からくる攻撃性，マスメディア

による暴力模倣と学習，そして社会全般の有害環境など

の社会的要因と入試中心の教育体系，過密クラス，学校

教育の内容が知識中心に重点を置いて信頼関係形成が希

薄であることなどの学校的要因が多く作用して，個人的・

家庭的要因は相対的に影響力が少ないことがうかがえる。
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　Kcrbs＆Miller（1985）は暴力行動誘発要因を，生物学

的，遺伝的要因，社会文化的要因，個人的要因，状況的

要因，感情的媒介要因，認知的媒介要因とみたが，特に

青少年暴力．に係わる要因は，社会文化的要因，状況的要

因，認知的媒介要因が重要である。

　日本の大橋（1996）は非行原因帰属スタイルに関する研

究で，非行少年は一般的に自分の過去の非行犯罪行為の

原因を，自分以外の外部的要因に帰属させる傾向がある

と論じている。非行少年は非行・犯罪行為の原因を，能

力，努力，性格などの自分の内的要因に帰属させるより，

状況，運，他人，社会などの外部的状況要因に帰属され

やすいと指摘している。そして，女子生徒が男子生徒に

比べて，学校的要因と社会的要因がもっと高く現われた

としている。

　本研究の結果からは，生徒たちのための文化空間の不

足，学校周辺の有害環境，青少年に対する社会の理解不

足を含めた環境領域と，教師の特定生徒に対する偏愛，

厳格な校則，教師の体罰を含む学校領域において，女子

生徒が男子生徒より敏感な反応を見せることと関係があ

ると分析される。

　学校社会事業の歴史が長いアメリカでは，生徒たちの

暴力の問題を解決するために学校を土台とした多様なサー

ビスと学校連携サービ界の統合モデルを適用して，学校

と地域社会の資源を調整し，より包括的なサービスを生

徒に提供している。Allen－Meares＆Franklin　（1998）によ

ると学校次元サービスは，生徒の問題の危険性を減らし

て生徒の潜在能力を増進させるたゆのプログラムの実行，

生徒と親教育，生徒の対処能力と社会的技術向上，危機

に処した生徒を援助するサ・一…ビス，生徒の問題の予防と

仲裁プログラムサービスが含まれると強調している。

　日本における森川の研究（1998）では，スクールカウン

セラーとして中学生のピア・サポート活動をマネジメン

トした取り組みを紹介しており，ピア・サポート活動の

一つのモデルを提案している。滝（2002）は，日本のク

ラス風土にあったピア・サポートのプログラムを提唱し

ている。クラス単位で自然に取り組めるような内容であ

り，クラス全体の学生の暴力・いじめ防止機能を高める

上で有用であると思われる．野島（2003）は，エンカウン

ター・グループを通じて学校不適応，不登校生徒たち

に直接的なサービスをi提供するために，ファシリテータ

養成をしている。

　韓国においては1995年から教育部の学校社会事業試験

事業部後，学校社会事業学会が組職され，生徒たちの問

題解決をするための努力をしているが，学校暴力に対す

る体系的なプログラムや対処方案がない状況である。学

校暴力が学校外より学校内で多く発生していて加害者や

被害者がすべて生徒であることを認知する時，実践的・

持続的な対策が望まれる。このような社会的要求や必要

によって学校社会事業示範事業が施行されたし，学校暴

力に対する部分的な学校社会事業家の介入があったりす

るが，残念ながらその活動が充分でなく，体系的なプロ

グラムや対処方案がない。

　終りに，学校暴力を経験した生徒たちの学校適応を助

けるためには，学校，社会，国家の努力も必要であるが，

もっとも重要なことは専門的なサービスを提供すること

ができる学校社会事業の実践が成り立たなければならな

いと思われる。既存の学校暴力対応策は限界に到達して

いるため，学校社会事業家によって生徒一家庭一学校地域

社会が連携しながら，学校暴力に対処していかなければ

ならない。このような学校社会事業の実践のためには，

学校社会事業制度の必要性が強く求められているし，学

校暴力に対する予防プログラムの開発と，日本でのスクー

ルカウンセラーのような役割である学校社会事業家の役

割の定立化と養成が，これからの重要な課題であると言

えよう。
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